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要約 

再生可能エネルギー(再エネ)と原子力が連携した低炭素電力システムにおいて、再エネ由来

の変動電力の負荷平準化が必要である。酸化カルシウム(CaO)は高い蓄熱密度を有し、安価で

あり、この負荷平準化に寄与する熱化学エネルギー貯蔵材料として期待される。本研究では

負荷平準化に応用できる高性能な CaO 化学蓄熱材料の開発を目的とした。単体 CaO 材料は

熱伝導率が低く、熱化学反応中に体積変化及び凝集塊形成が起こり、蓄熱・熱出力応答の高

速化と繰り返し耐久性向上が克服すべき課題であった。本研究ではこれらの課題を解決する

ために化学的に安定で高い熱伝導率を持つ高強度多孔性炭化ケイ素担体を導入した新規複合

CaO 材料を開発し、実験室規模の充填層反応器を用いて複合材料の蓄熱性能を実験的に検討

した。炭化ケイ素フォーム及びハニカムを用いた複合 CaO 材料では単体 CaO 材料と比べ熱

出力速度が最大 1.8 倍に向上し、さらに材料の体積変化及び凝集塊形成が抑制され、本材料

の課題の克服が達成された。また充填層反応器の数値解析から、熱出力速度を最大化する多

孔性担体の最適気孔率が示された。本研究より原子力を含む低炭素電力システムにおいて、

本化学蓄熱材料は負荷平準化に貢献できることが明らかにされた。 

 


